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一般会計補正予算
　一般会計の補正は、当初予算編成後の事情変化により必要となった経費等について
行ったもので、新県立中央図書館の整備事業費、食肉センター再編整備事業費の増額な
どです。令和９年度末の開館をめざし整備を進めている新県立中央図書館の事業費を
192億円と見込んでいましたが、軟弱地盤対策の追加工事や物価高騰等の状況変化に
より1.55倍の298億円に膨らむことがわかりました。これにより開館も令和10年度夏ごろ
になります。今回の補正予算には実施設計費など８億2,480万円を追加するとともに、建
築工事費など267億9,800万円の債務負担行為（※）を設定しました。
　また、菊川市赤土の食肉センター再編整備事業では、調整池設置工事において、地盤
が軟弱なため調整池の構造を変更したことにより事業費を増額し、工事日程も変更しまし
た。このため、今年度の予算から7,700万円を減額し、翌年度の工事に３億100万円の債
務負担行為（※）を設定しました。これにより調整池設置工事は令和７年度まで継続する
ことになります。
※債務負担行為…翌年度以降の支出を決定するための行為

　気象庁が観測を始めて以来最も暑かった夏が過ぎ、秋から冬へと季節が
移ってまいりました。季節の変わり目は体調を崩しやすいといいます。ご自愛
いただき健やかにお過ごしください。
　県議会９月定例会は、37億２千万円を追加する一般会計補正予算案や、追
加提出された議員発議の県議会個人情報保護条例改正案など計23議案を原
案通り可決し閉会しました。
　また、知事は副知事人事案の提出を考えていましたが、議会への説明の前にマスコミで報道され、県の
情報管理の在り方が問題視され提出を見送りました。副知事は、知事が議会の同意を得て選任すること
になっています。選任は知事が行いますが、議会の同意を必要とすることから、上程前に議会側に説明
するなど丁寧に進めるのが一般的です。これにより知事と議会側に溝ができるということはないでしょう
が、情報管理の徹底と早いタイミングでの議会との情報共有を図って欲しいものです。

ご挨拶

熊本地震震災ミュージアムKIOKU熊本地震震災ミュージアムKIOKU

羅臼国後展望塔から
羅臼港と国後島を望む
羅臼国後展望塔から
羅臼港と国後島を望む

リニアトンネル工事
高速長尺先進ボーリング
リニアトンネル工事
高速長尺先進ボーリング

４日
神社関係者小笠支部と意見交換（シオーネ）
５日・６日
リニア中央新幹線工事現場視察（山梨県、神奈川県）
６日
トラック協会中遠支部と意見交換（掛川グランドホテル）
11日
県議会９月議会案件名説明会（県庁）
15日
菊川市敬老会（アエル）
16日～18日
北方領土を考える議員連盟視察
（羅臼町、根室市、札幌市）
19日～10月11日
県議会９月定例会（県庁）

９月の主な活動内容

16日～18日
県議会常任委員会県外視察
（北九州市、南阿蘇村、薩摩川内市ほか）
28日～11月５日
県議会決算特別委員会（県庁）
28日
掛川浜岡御前崎バイパス建設の要望（県庁）

10月の主な活動内容

宮城県利府町での研修宮城県利府町での研修

ふれあい親子県議会教室ふれあい親子県議会教室

１日
ふれあい親子県議会教室（県庁）
10日
大須賀金谷線改修促進委員会と意見交換（神尾公民館）
15日
菊川市戦没者追悼式（アエル）
20日～22日
公共交通のありかたについての議員連盟視察
（名取市、利府町ほか）
28日
浜松ホトニクス中央研究所視察（浜松市）

８月の主な活動内容



４日
菊川改修期成同盟会と意見交換（中央公民館）
５日
小笠地区農協役員OB会と意見交換（JA遠州夢咲）
６日
池新田高等学校同窓会と意見交換（池新田地区センター）
９日
西方高橋線小笠地区建設促進委員会と意見交換（みなみやま会館）
10日
静岡県原子力発電所環境安全協議会（中島屋グランドホテル）
11日
掛川浜岡御前崎バイパス建設促進期成同盟会と意見交換（中央公民館）
21日
土橋自治会と意見交換（土橋公会堂）
23日・24日
県議会常任委員会県内視察
（牧之原市、島田市、御殿場市ほか）
26日
小笠支部まとい会と意見交換（パレスホテル掛川）
28日
六本松自治会と意見交換（六本松集会所）
29日
御前崎奥大井連絡道路整備の要望（県庁）

７月の主な活動内容

島田市内の残土処分場視察島田市内の残土処分場視察

　東海地震対策を財政的に支援するための地震財特法（地震防災対策強化地域における地
震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律）が令和６年度末（令和７年
３月31日）に期限切れとなります。対象地域である８都県157市町村が予定している地震財特
法対象事業が4,302億円（本県分1,778億円）あることから、地震財特法を延長するよう要望し
た意見書を全会一致で可決しました。本県の45か年（昭和55年度～令和６年度）の実績は１
兆2,063億円になる見込みです。

〇地震財特法の延長に関する意見書

　令和６年８月８日に、令和元年の制度開始後初めて、南海トラフ地震臨時情報が発表されま
した。これを受け、県は県民に対し「日頃からの地震の備えの再確認」及び「地震が発生したら
すぐに避難するための準備」の呼びかけを行うとともに、１週間の警戒体制を配備しました。ま
た、大規模地震に対する県民の防災意識や防災対策の実施状況等を把握するため、インター
ネットによる県民意識調査を実施しました。
　県民意識調査では、南海トラフ地震臨時情報の認知については66.1％の方が知っていると
答え、前回の37.0％から大幅に増加しました。また、南海トラフ地震に関心があると答えた方が
97.4％と依然高い水準を維持しています。
　今回の臨時情報を機に避難先などを「確認した」53.3％と、「日頃から確認している」26.6％
の合計が79.9％となり、また津波浸水想定区域内の方は、区域外の方に比べ多い傾向にあり
ました。
　備蓄に関しては、食料、飲料水、携帯トイレ等いずれの項目においても「備蓄をしていない」
の割合が減少しました。今まで備蓄をしなかった方が、今回の臨時情報を機に備蓄への行動
を開始するなど大きな意識変化がうかがえます。ただ、本来望ましい「７日分以上」の備蓄をし
ている割合は、いずれの項目でも能登半島地震後に増加しましたが、今回は減少しています。
万が一に備え、７日分以上の備蓄をするようにしましょう。

〇南海トラフ地震臨時情報の発表　７日分以上の備蓄を！

　県消防保安課は、おおむね15歳以上を対象とした救急安心電話相談窓口「＃７１１９」
（シャープなないちいちきゅう）を設置しました。病院に行った方がいいのか、救急車を呼んだ
方がいいのか迷ったときの電話相談窓口です。
・対象区域…県内全域
・設置時期…令和６年10月１日
・設置時間…平日：18時～翌８時、土曜日：13時～翌８時、日曜・祝日：終日
・相　談　員…医師、看護師ほか
・相談窓口の機能…医療機関の受診に関する助言、救急車要請の要否、医療機関案内　など

〇緊急安心電話相談窓口

　決算特別委員会が10月28日から11月５日までの会期で行われ、令和５年度の一般会計及び
特別会計の決算が全会一致で可決されました。私は、危機管理くらし環境分科会に出席し以
下の意見を述べました。

・常備消防の充実強化
　県下の消防団員の充足率は80.1％（菊川市は72.0％）である。本県では消
防団協力事業所表示制度に基づく認定促進や事業税の減税を行って、消防
団への加入促進を図っているが、充足率の下降傾向に歯止めがかかってい
ない。人口減少に伴う少子化により団員確保は今後ますます厳しさを増してく
ると思われ、将来にわたって消防力を維持・強化していくには常備消防（消防
本部・消防署）を強化することが必要である。もちろん消防団（非常備消防）の
強化も必要だが、大規模災害等に備え常備消防を強化・充実していくように
県が指導・支援すべきと考える。

・空き家バンクの運用
　県が運営する「ふじのくに空き家バンク」は令和５年度の登録件数が28
件、成約件数が12件である。県内の市町でも空き家バンクを運営しており、県
と市町との二重行政にならないような形態にすることが望ましい。県は登録
件数を増やしていくというが、県と市町が協力・連携することで、県と市町の
事務の住み分けをはっきりすべきである。

〇決算特別委員会＃ 7 1 1 9

　　　　　　　　　　では、こどもの急な発熱やけがなどで困っているとき、周りに相談でき
る人がいなくて不安なときに看護師や小児科医が電話でアドバイスします。こちらは24時間体
制で相談に応じています。

＃ 8 0 0 0
おおむね15歳未満のこどもを対象とした「静岡こども緊急電話相談」


